特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　５月１２日　３５５号
●　7日　春の木津川花散策　　玉水橋～山城大橋　　14人の参加でした。　三山木駅で尾根筋ハイキングに行く人々20人と出会い感想文をお願いしました。受付を済ませて出発、山本区内の農業用水路や寿宝寺、鶴沢ノ池や山本の駅を案内し、玉水橋を渡り、57年前の南山城水害後排水施設として合藪の排水機場を見て、当時の水害被害を身を持って実感しました。24号線をわたり玉川堤を進み満開の山吹にふれ、橘諸兄が井手に住んでいたこと、蛙池、玉水駅の水害記念石、そして24号線に戻って木津川堤の植物観察をしました。この日はシロバナのセイヨウヒキヨモギが見事に咲いていました。その他マンテマの大群落に出会ったり、ハタザオ、タツナミソウも咲いていました。歴史と植物がこんなに学べたのは良かったという感想がありました。12時30分山城大橋東詰で散会しました。この日は休憩がなく16800歩でした。　
●　7日　名木川水ウォッチングに21人が参加　東の山裾から流れ出た名木川は、広野を過ぎ大久保小学校やＪＲ新田駅、旧奈良街道、24号線、そして近鉄大久保駅を渡って、自衛隊大久保の駐屯地南側を西に流れ、北に向きを変えて伊勢田から小倉の住宅地に抜けています。大久保地域を今回は水を中心にして歩きました。小さい魚を狙う鳥も見られました。しかし水質調査をして、結果を積み上げて暮らしを見つめ子どもたちが魚とりの出来る綺麗な川になるようデータから学ぶために開催されました。里山の会から8名が参加しました。
●　9日　新理事長及び新副理事長4人揃って京都商工会議所へ挨拶に　新役員の皆さんが昨年｢京の七夕｣の取り組みで友好関係が生まれた京都商工会議所に就任挨拶と今年も七夕まつりの取組についての打合せに行って戴きました。担当されていた女性や課長さんは別の部署に移動されていましたが、積極的に協力をするとの返事がありました。新役員の皆さんご苦労様でした。
●　レンリソウ観察会　14日　　近鉄新田辺駅西口集合　今年の気候は昨年とは違って春の時間が大変短いように見えますがいかがですか。まだまだ咲きだしそうにありませんが、ぜひとも多くの皆さんのご参加をお待ちしています。ご参加の皆さんは、里山の会誌28号の64ページからの水と東村(東区)と農業を是非読んできて下さい。
●　斉藤元ニさん（９０歳）篆刻展示会　　17日12時から　京田辺市中央図書館ギャラリーかんなびで開催　　現在　楽篆会を主宰（会員20人・篆刻普及活動70年）されています。現役時代には、大阪　奈良などを中心に400人越える会員をまとめ活躍されていました。近鉄に勤務するかたわらモノクロ写真では一時代を築かれました。又、近畿地方の殆んどのハイキングコースを踏破し、各コースの綿密なガイド地図を作製された屈指のハイカーでもあります。その経験を生かして京田辺市社会体育協会の草創期のハイキング活動（山友会の前身）の部長として屋外活動の基礎を築かれました。現在90歳を越えてもなお毎年かんなびでの展示会を継続されています。この当時の情熱を失わず第一線で活躍されていることに敬意を表すものです。是非ともかんなびへ一足運び下さい。

●　田植え体験　22日(日)　10時から　京田辺市普賢寺小学校前出発多くの方のご参加をお待ちしています。　参加費500円(大小人同一)
今年は大阪のダイキン工業の皆さんが大勢お越しになります。賑やかな楽しい取組になるようです。水鉄砲や紙鉄砲作りや大シャボン玉等にも挑戦してみましょう。里山の会で受け付けています。　ＦＡＸで申し込んでください。お待ちしています。少雨決行で進めます。
· 日京都府地域力再生プロジェクト事業意交付金申請書を提出（総事業費309万円）。主な項目お知らせします。実施に協力下さい
１「53種83箇所の生育地の明示杭の建て込み」について　２「目録ノートの資料のデジタル化保存と一部複製」について
３「進入通路の補修と猪防護柵設置」ついて　　　　４「尾根筋ハイキングの整備」について
５「防賀川堤に植樹」について　　　　　　　　　　６「府園芸研究所跡地の利用」について
やましろ里山の会

メール　　　　　　　fddbw257＠ybb.ne.jp　
電話　FAX　　　　　 0774－64－4183　
ホームページ　　　　http://www.yamashiro.npo-jp.net/
田植え体験参加者募集　参加費500円
5月22日　(日)　　　集合10時～12時30分

普賢寺小学校前　　　　募集人数先着順30人
レンリソウ観察会

参加者を募集
5月１４日　（土）集合１０時分　近鉄新田辺駅西口
参加申し込み　FAXで　里山の会　0774-64-4183（住所電話氏名）で　先着30名
下の浜堤防工事現地視察学習会　　5月21日（土)
集合10時  24号線木津川右岸井手町多賀地区
木津川の堤防は川の砂でつくられているといわれてきました。下の浜樋門の改修工事でその堤防が掘削されています。こうした現場を見られるのは貴重な体験です。この際にお越しください。


















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

